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Ａ： 

子どもは学校生活だけでなく、家族や地域の人々の関わりの中で生活しています。保護者も支援者の一人と

捉え、学校と家庭や地域での子どもの様子について情報共有し個別の教育支援計画を作成する必要があります。

また、「関係者」を「関わっている人」と捉えると、実際には多くの人が関わっていると思います。例えば、

習い事の先生や地域の子ども会の人、放課後児童クラブの指導員などがあります。その中から、支援会議に参

加してもらいたい人を保護者と一緒に整理し、作成に携わってもらいます。 

 

 

Ａ： 

個別の教育支援計画の目標は、長期的な視点で３年程度先の姿を想定（あるいは修了や卒業の時点を想定）

して作成します。また、家庭や地域も含めた生活全般を通した目標となります。個別の指導計画では、個別の

教育支援計画の目標を達成するために、学校で取り組む内容を検討して目標とします。１年間を長期目標とし

て、各学期、あるいは前期後期を短期目標として設定します。個別の教育支援計画、個別の指導計画の長期目

標、短期目標がつながるように作成することが大切です。 

 

以下のページ（Ｐ34～37）に、個別の教育支援計画と個別の指導計画それぞれの目標を関連付ける例を示し

ておりますので参考にしてください。 

 

 

 

 

Ｑ13： 

個別の教育支援計画と個別の指導計画の目標はどのように関連付けるとよいのですか？

か。 

Ｑ12： 

利用している関係機関がない場合、個別の教育支援計画をどのように作成しますか？ 
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